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大釜 敏正,山 田 正 :木材の高次構造と粘弾性
(4)
角谷 和男,長谷)順 化 山 田 正 :マツ箇条の
粘弾性 (4)
則 元 鼠 LLI田 正 :MWLの誘電矧 生
森 光 正.,山 田 正:応力緩和 の荷重 依存性
(第2報)
青 木 務,山 田 正 :木材の化学緩和 丁
野村 隆我,山 田 正,吉 本 繁 :竹の生長過
程における微細構造の変化について
(木材物理部門)
石原 茂久,満久 崇麿 :木質材料の防火に関する
研究-メラミソ,酸コロイドの防火作用-
石原 茂久,満久 崇暦 :木質材料の防火に関する
研究-屋外に暴露された防火処理合板の2-3
の性質について-









高橋 旨象,桜 井 乱 西本 孝一 ‥脱 リグニソ
ならびに前腐朽処理針葉樹材に対する軟腐朽菌
の作用
高橋 旨象,西本 孝一 :主要樹種の耐蟻性とくに
メタノール抽出の影響について
松尾 治丸 西本 孝: ･種 々の腐朽材のシロアリ
に対する誘引性の比較 (木材生物部門)
北尾弘一郎,校 章 郎,池田 俊弥,佐藤 憧 :
ラワン材の抽出成分
(1973年2月～1974年1月)
校 章 郎,北尾弘一郎 :樹脂酸の自動酸化と異性
化について (木材化学部門)




島田 幹夫,黒田 宏之,伏木 秀文,樋口 隆昌 :
グアヤシルおよびシリンギル リグニソ形成にお
けるメチル基転移酵素の役割












増 田 稔 :合板シェルの力学特性(木質材料部門)
佐々木 光 :LVL (LallinatedVeneerLumber)
と木材の End-joint (木質材料部門)
満久 崇暦 :北米の木造住宅構造 (木質材料部門)
第26回木研公開講演会
(昭和48年10月19日,宇治)
木村 良次 :紙 ･パルプ研究に関する二 ･三の愚見
(定年記念) (木材化学部P里
蚤島 恒夫 :東南アジア産木材樹種考 (定年記念)
(木材生物部門)





石原 茂久 :屋外暴露された防火処理合板の二 ･三
の性質 (木質材料部Fnj)
- 70-
野村 隆哉 :竹の生長とその物性 (木材物理部門)








































_樋口 隆昌,中坪 文明,池田 良久 :A-ヒドロキ
シシンナミルアルコール類の酵素的脱水素反応
によるアリルグリセロールの生成









































島田 幹夫 :(昭和48年9月16日から2年間) .)グ 6月15日,ニューヨ-ク州立農科大学スカール教授
ニソ生化学の研究のため Prof.E.E.Conn が来所した｡
(DepartmentofBiochemistryandBiophy- 10月25日,オース トラl)ア森林研究所のワイス博士
sicsUniversityofCaliforniaatDavis)- とブライアン博士が来所した｡
- 72-
